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ポスト･フォーディズム段階の労働過程論争
― 日 本 的 労 働 過 程 の フ レ ク シ ビ リ テ ィ と は 何 か ―
Labour Process Debate in the Post Fordist Age: 




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































nology and Work Organization',"Acta
Sociologica",vol.30,nol,1987. ウッドはH.プレ
イヴァ-マンの ｢労働の衰退説｣を批判して､熟練
の解体仮説に解消されえない､生産過程の進行にと
って不可欠な労働者自身のもつ｢暗黙の熟練｣(tacit
skils)を重視する｡｢暗黙の熟練｣とは次の三つの
次元から構成される｡第-に､日骨作業の遂行にお
ける経験をとおして獲得された熟練｡第二に､｢職業
上の秘訣｣(tricksoftrade)のような､労働者がほ
とんど意識せずに日常作業を遂行するために駆使
している暗黙の熟練｡第三に､適応性､従順さ､時
間厳守､自分の仕事と全体との関係に対する自覚な
どのような､労働過程の集団的性格に関わる熟練､
もしくは組織の構成員として必要とされる資質で
ある｡
(24)筆者は以前に､鉄鋼業の自主管理活動の事例研
究において､QCやZDによる作業改善活動には､
労働者の生産過程に対する知識や､作業の遂行に必
要な知的能力を開拓し高めてゆく､いわば知的な側
面が存在することを分析した｡京谷 1982､とくに第
1章 ｢小集団活動の積極的側面一企業内分業におけ
る精神的諸力への接近-｣を参照されたい｡
(25)島崎稔 ･安原茂編､F重化学工業都市の構造分
析』､東京大学出版会､1987､第4章Ⅰ｢教育管理と
労働者の対応｣(京谷稿)､および､京谷栄二､｢先端
産業の労働者群像｣(F日本の労働組合運動 2 労
働者の構成と状態』､大月書店､ 1984､所収)を参
照されたい｡
(26)かかる小集団活動の分析に関しては､脚注に上
げた京谷の諸論文を参照されたい｡
(27)前掲､島崎 ･安原編､京谷稿を参照されたい｡
京谷栄二 ホスト･フォー ディズム段階の労働過程論争
(28)ここにおける ｢経営による労働過程の支配に対
する労働者からの同意の調達｣という分析視角は､
M.プラウォイの研究に学んでいる (M.Burawoy,
"ManufacturingConsent:ChangesintheLal)Or
ProcessunderMonopolyCapital",1979)｡プラウ
ォイは農業機械メーカーにおいて彼自身機械工と
して働いた参与観察にもとづいて､アメリカの労働
者における "makingout"と呼ばれる慣行 (相手を
たぶらかして ｢うまくやる｣という意味)の持つ重
要性に注目する｡例えばその日の出来高制の基準を
仕上げてしまっ労働者は､それ以上やりすぎてしま
って基準の引き上げを招いてしまうことのないよ
うに､フォアマンの目をうまくごまかしてぶらぶら
する｡彼の分析によれば､｢メイキング･アウト｣と
いう､自主性を発揮しうる ｢ゲーム｣としての余地
が労働のなかに確保されているからこそ､資本によ
る労働過程の支配に対する労働者からの同意が形
成され､かくして剰余価値生産の隠蔽と実現が同時
的に達成される｡アメリカの労働者の｢メイキング･
アウト｣という職場のインフォーマルな行為領域
は､経営側の目的とは切断されて､労働者自らの直
接的な利害を目的に構成されている｡これに対して
本文で検討した日本の企業における(準)自律的な
職場集団も､小集団活動も､経営側の目的にまった
く連続している｡後者における労働者自身の利益と
は､内部労働市場における将来の昇進という迂回的
で不確実なものでしかない｡
(29)ケニーとフロ)ダは､アメリカに進出したトヨ
タ､日産などの大手自動車企業とそれらに部品を供
給する企業を対象とする調査研究にもとづ く論文
を ｢アメリカン･ソシオロジカル･レヴュー｣誌に
掲載している (RichardFlorida&MartinKenney,
∫TransplantedOrganizations:TheTransferof
99
JapaneseIndustrialOrganizationstotheU.S∴
"AmericanSociologicalReview",vol.56.June
1991.)｡国際化のなかで日本企業がグローバルに経
営を展開し､日本的経営の特質が各地で異文化イン
ターフェイスを余儀なくされている現在､この論文
は重要な素材を提供している｡しかしその基本的視
座は､｢フジツーイズム｣の主張と同様に､生産と労
働の日本的システムのなかから21世紀のアメリカ
経済の成長戦略に資するファクターを析出せんと
する､実践的かつ政治的な意図のバイアスが強くか
けられたものである｡この論文に関しては､『長野大
学紀要』第13巻第4号に掲載予定の筆者の書評を参
照されたい｡
(30)本稿においては自説を鮮明にするために､労働
過程内部の問題､とりわけ職場集団と小集団活動の
機能に論点を絞った｡しかし労働過程内部において
も､厳格なジョブ･ディマーケイションの不在のも
とに実行されている多能工化とジョブ･ローティン
ョンなど今後解明せねばならない問題は残る｡さら
に日本的労働過程を成立させている労働過程外部
の諸要因､すなわち､労働者階級内部における階層
間格差の存在とそれを基盤に展開される競争の問
題､これと連接する教育における競争､西欧先進国
と比較すれば低水準で､しかも医療保険や年金にみ
られるごとく階層間の格差がつけられた社会保障
制度の問題､さらに強固に同一労働同一賃金を主張
する徹底した平等主義のイギリスの労働者とは異
なり､競争に親和的な日本の労働者の文化的特質
等々は､ここでは分析の都合上捨象されている｡独
自な特質を有する日本的労働過程に関して､海外の
研究者から十全な理解を得るためには､それらの諸
要因を トー タルに説明する必要があろう.
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